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 Ⅰ　食物アレルギー対応の基本的な考え方

1　食物アレルギー対応の基本
　食物アレルギーを有する児童生徒が他の児童生徒と同じように学校生活を安心して過ごせるようにする

ために、児童生徒の視点に立って対応することが必要です。

　そのために、教育委員会や学校においては、以下の5点の視点を踏まえた食物アレルギー対応を進める

必要があります。

1　対応は教育委員会の方針に基づき、組織的に行う。➡  Ⅰ 3（P5）～

●教育委員会は一定の方針を示し、各学校の取組を支援すること。
●「ガイドライン」に沿った対応を徹底するために適切な措置を講じること。

2　学校生活管理指導表の提出を必須とする。➡  Ⅰ 5（P11）～

●医師の診断による「学校生活管理指導表」に基づいた対応を行うこと。

3　安全性の確保のため、完全除去対応とする。➡  Ⅱ （P20）

●全ての児童生徒に安全・安心な給食を提供するために、「原因食物の完全除去」また
は「他の児童生徒と同じ給食」のいずれかの対応を原則とすること。

4　緊急時対応のための体制づくりと研修を実施する。
➡  Ⅰ 8（P19）、 Ⅲ （P28）

●学校の状況に応じた危機管理マニュアルを作成すること。
●必要時には、「エピペンⓇ」の使用を促すための措置を講じること。
●教職員等に対する研修を実施すること。
●校内研修を実施すること（シミュレーションの実施）。

5　関係機関との連携を図る。➡  Ⅰ 3 ⑸（P7）～、 Ⅲ （P28）

●医療機関、消防機関等と共通認識を持ち、対応すること。
●消防機関とエピペンⓇ保持者の情報を共有すること。
●緊急性がある食物アレルギーの場合は救急搬送をすること。


